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１．はじめに 

 

近年、国際観光の重要性が増す中、2007 年 1 月施行

の「観光立国推進法」では、国や自治体に対して外国人

観光客の増加に繋がる施策を講ずることとされた。また、

北海道では恵まれた資源を活かした「観光」を重点施策

と位置づけ、外国人観光客の誘致に取り組んでいる。 

このような背景のもと、北海道ではアジアを中心に

急増する外国人観光客(図１)にも、車窓からの美しい沿

道景観などを楽しみながら周遊するドライブ観光のニー

ズの高いことが、和泉ら１）２）の調査で明らかとなってい

る。さらに改正道路交通法により、来道外国人観光客の

半数以上を占める台湾人について、日本国内での運転が

可能になるなど、外国人ドライブ観光の急激な増加が予

想される。 

しかし、訪

日外国人にと

って車を使っ

て旅行する環

境（以下：ツ

ーリング環

境）の整備は

十分でなく、

ドライブ観光

を支えるツー

リング環境の改善が急務である。 
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そこで、国際競争力があり今後増大が見込まれる北

海道における外国人ドライブ観光について、その魅力向

上のため官民の関係機関が連携し、国土交通省の「まち

めぐりナビプロジェクト事業」として「北海道における

地域協働型外国人ドライブ観光推進調査」を行った。ま

た、この実験とは別に冬期に豪州からの観光客や外国人

にレンタカーを貸し出している事業者への調査も行った。 

本報告では、この結果も併せて、外国人レンタカー

ドライブ観光のニーズと課題について考察する。 

 
２．北海道におけるレンタカー観光の現状 

 

ここ数年、来道観光客数が増えない中３）、個人型観光

への転換から、邦人のレンタカー観光が大幅に伸びてい

る。また、外国人観光においてもレンタカー利用客は近

年急増している（図 2）。これは北海道内の二次交通の

利便性の低さだけでなく、レンタカー観光では沿道に広

がる美しい景観や地域特有の豊かな食材、多くの温泉地

など、多彩な北海道の観光資源を個人のニーズに合わせ

て広域的且つ自

由に巡ることが

出来るためと考

えられる。 

さらに台湾観

光客の国内での

運転の可能性や、

今後のアジアの

発展など、外国

人レンタカー観

光が大きく増加

する可能性があ

る。 

 

３．実証実験の概要４） 

 

・ 実験実施機関：外国人ドライブ観光推進協議会（シ

ーニックバイウェイ支援センターを中心に、旅行・

レンタカー・携帯電話・カーナビゲーションソフト

図1 近年の訪日外国人来道数３） 

図2 千歳空港の外国人レンタカー貸出数 
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図3 モニターツアーの周遊ルート 

開発・航空の各社、大学、北海道開発局、北海道運

輸局、北海道、寒地土木研究所などで構成） 

・ 実験対象：シンガポールからのモニターツアー客と

シンガポール・香港からの個人レンタカー利用客 

・ モニターツアーの概要：モニターツアーは、シンガポ

ールの旅行会社の協力を得て2006年6月～11月まで

8 回行い、合計282 名が参加した。ツアーコースは、

千歳空港を起点に道内を周遊する個人型の観光(航空

便、宿泊先などの行程が同一のツアー)で、宿泊先に

は添乗スタッフが同行した（図3）。 

・ 提供した主なドライブツール・資料：英語または日本語

音声のカーナビ付きレンタカー、関係連絡先や情報

提供サイトを登録したＧＰＳ携帯電話、カーナビと

連動した位置情報コードや観光・景観情報が載った

英語版ドライブマップ（写真 1）。他に札幌と現地に

外国語対応の旅行会社のコールセンターを設置。 

調査方法は、ツアー客にアンケート用紙を配布し、

旅行終了時に回収した。他にＧＰＳ携帯電話の位置情報

データや利用実態の把握・分析も行った。 

・ 各経路案内方法：位置情報コードを掲載した英語版ド

ライブマップと英語音声機能搭載カーナビの有効性 

・ ＧＰＳ携帯電話の活用：旅行者の位置情報の把握と適

切な誘導及び地域からの情報配信の有効性 

・ コールセンター機能の把握：固定地型と現地対応型の

コールセンターによる旅行支援効果 

・ ドライブ観光に関するニーズ・課題調査：ドライブの環

境や魅力、提供したサービスなどに関する全般的な

調査 

 

４．実験の結果 

  

 実験結果のうち、カーナビゲーションやＧＰＳ携帯電

話の有効性など、情報提供やＩＴＳに関する内容につい

ては、前報５）で報告を行っているので、ここではドライ

ブ観光のこれを参考とされたい。 

(1) アンケート回答者の主な属性 

今回の参加者はいずれも富裕層が多く、各レンタカ

ー毎の代表回答者は、30～40 代の年齢を中心に 20～60

代まで幅広い。また、87％が既に訪日経験があり複数回

来日している人も多いが、北海道への訪問経験は 86％

が初めてである（図 4）。次に、3/4 の回答者が海外で

のレンタカードライブの経験があり（図 5）、その訪問

地域は、約９割が豪州で北米 44％、欧州 35％    

と続く。よって、回答者は海外旅行だけでなく、海外で

のレンタカードライブの経験豊富なユーザーといえる。       

(2) 旅行前の計画に関する回答 

今回の旅行目的は、「自然や農村などの景観」が

95％以上とほぼ全員が回答。次いで「食」「温泉」であ

った。さらには「涼しい気候」を求めるニーズも約半数

あった。また、「ドライブそのもの」との回答も約

40％あり、“美しい沿道景観を楽しみながらの快適な走

行環境でのドライブ”への期待が高く、北海道観光にお

ける外国人レンタカー観光の可能性を表している。 

他のアジア諸国とは異なる気候や自然、景観など魅

力ある北海道の固有資源を体験するには、個人が自由に

移動できるレンタカー観光が最も適しており、レンタカ

ーを利用した個人のドライブ観光に対する潜在ニーズが

あるといえ、この傾向は定期便の増加などにより更に進

むと予想される。 

また、旅行前には、「観光地までの経路」や「日本

の交通ルール」に不安を感じていた。したがって、現地

の道路路線や観光地への詳しい経路や所要時間の情報提
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図6 今回の旅行の主な目的 
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図7 旅行前「不安」に感じていた事項 
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図9 ツーリング環境の各項目についての満足度 

供と共に、現地での案内・誘導の状況やカーナビの有効

性などを事前にインターネット等で情報提供することに

より、旅行前の不安を少なくする必要がある。 

(3) ドライブ観光への期待度と満足度  

図 8 に、ドライブ観光に関する各項目ごとの旅行前

の期待度と実際の満足度を表す。今回の旅行の主な目的

とされた「景観」「食」「温泉」については、いずれも

高い期待度に対し満足度も高い評価となったが、「景

観」については最も期待が高く、ドライブ観光の振興に

はその魅力向上としての沿道景観改善の取り組みが最重

要である。また、旅行前の期待度が低かった「道路上の

案内表示」や「道路の走行のしやすさ」等は、満足度が

期待度を大きく上回り、北海道観光へ貢献している。 

また、夏のツアー期間は高温の日が続いたことが原

因し、全体として「気候」については満足度か期待度を

下回った。シンガポールのような常夏の国からは「北海

道の（涼しい）気候」にも期待が高く、残雪や紅葉の景

観にも魅力を感じており、夏だけでなく春・秋のドライ

ブ観光にも期待できるといえる。 

なおドライブ観光での再訪意向は約 95％と高かった。   

(4) ドライブ観光の課題と改善項目 

図 9 より、多くの項目で約 7～8 割が良好な評価を得

た。一方、「英語版のドライブ・ガイドマップの豊富

さ」について満足度が低かった。原因は、シンガポール

では台湾・香港に比べ旅行前に入手できるドライブ関連

情報が少ないことが考えられる。同様に満足度が低かっ

た「高速道路料金」については、料金のほか割引制度が

受けにくいことや事前に入手できる日本のドライブの情

報が少ないことも原因していると考えられる。 

したがって、計画段階での外国人向けドライブ関連

情報のWebサイトやパンフレットなどの充実が必要であ

り、到着後は情報更新のされた外国語対応カーナビが有

効である。また、外国人旅行者が容易に高速料金割引を

受けられることも必要である。 
当初懸念された観光地への経路案内は、「案内表

示」が概ね評価され、自由意見では「量的整備よりも英

字表記や景観配慮など質的改善」を望む意見があったが、

「標識の数は十分である」と評価され、漢字がある程度

理解できることもあり、むしろ「分かりやすい」との評

価も少なくなかった。なお、高速道路整備区間が主なツ

アーコースとなっていたためその利用も多く、ルート自

体の評価は高くなった。 

(5) 自由回答 

主な意見を次にまとめた。良い点としては「沿道の

景観のすばらしさ」「道路の走行快適性と安全性」「位

置コードと対応したカーナビゲーションによる案内・誘

導」「日本のドライバーのマナーの良さ」などの評価が

大変多く、特に「移動途中の自然景観」は多くの回答者

に極めて高い魅力と評価され、「初夏の残雪」や「秋の

紅葉」の魅力にも回答が多かった。また、「案内標識」

については、「設置箇所が十分」「漢字が理解できるの

で分かりやすい」とする回答も少なくなかった。 

次に、不自由だった点、困った点としては、「カー

ナビの情報更新や外国語対応」などシステムの改善を求
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図8 ドライブ観光についての旅行前の期待度と実際の満足度



める意見が非常に多く、次いで海外での運転経験の豊富

さから「郊外部での制限速度の低さ」が続いた。他には、

案内標識について「英語表記・サイン化・観光地での色

彩配慮など」「駐車場情報や料金」「景観ポイントでの

停車場」「道路の狭さ」などの回答があった。良否全体

でカーナビの「英語対応・データ更新・操作性」に関す

る意見が多数あり、必須のツールとして評価しているた

めに改善の意見が多くなったと考えられる。 

 

５．冬期の外国人観光客とレンタカー関係者への調査 

 

寒地土木研究所では、夏期の実証実験をふまえ 2007

年2月に千歳空港周辺とニセコのレンタカー営業所にて、

外国人レンタカー利用の観光客へのアンケートとレンタ

カー事業関係者（邦人と豪州人）にヒアリングを行った。 

(1) レンタカー利用者への調査 

 冬期のため、有効回答者数が 12 名と少なかったが、

調査の結果の概要は以下の通りである。なお、冬道に関

する回答はここには含まない。 

・ 旅行計画時に不安に感じたことは、「移動中の駐車

場の情報」が最も多く58％(7名)であった。 

・ 旅行前に入手したい情報は、実証実験と同様に「目

的地までのルートと所要時間」58％(7 名)であった。 

・ 道の駅の利用については、17％(2 名)と少なく、移

動中の駐車場の情報を求めているにもかかわらず、

外国人ドライバーへの認知度は低いといえる。 

 なお、実証実験における道の駅利用についても、配布

した英語版のドライブマップに詳しく紹介していたが、

海外ではこのような制度がないことからか、認知度は低

かった。従って、今後は道の駅について広く広報すると

ともに、外国人ドライバーが通るルート周辺の道の駅に

おける外国語対応が必要となるのではないか。 

(2) レンタカー事業者への調査 

限られた営業所ではあるが、事業者への調査結果を

まとめると以下の通りである。 

・ 外国人の利用状況は、夏場を中心に確実に増えてい

るが、冬期にも利用がある。 

・ 外国人の受け入れ態勢は、英語対応できる職員を常

勤させている営業所は極僅かで、今後に向けて外国

人利用の多い営業所を中心に受け入れ体制強化を検

討しているが、季節変動が大きくコストがかかるの

で、全体としては事業者によって対応は分かれる。 

・ ツーリング環境に対する要望では、郊外部での制限

速度の緩和や案内標識だけでなくガソリンスタンド

や駐車場など関連施設も含めて、英文併記やサイン

化を求める意見があった。 

・ 国際免許が必要であることを理解していない観光客

が多く、貸し出しを断る事例が多い。 

６．まとめ 

以上をふまえて、北海道における外国人レンタカー

ドライブ観光のニーズと課題を整理すると、以下の通り

である。 

・ 北海道では、沿道景観を楽しみながらの外国人ドラ

イブ観光が今後大きく増大すると予想される。 

・ 暑い国からは、涼しい気候や紅葉にも期待が大きく、

多い夏だけでなく、邦人観光客の少ない初夏や秋の

時期の入り込みも期待できる。 

・ 北海道のドライブ観光の魅力は沿道景観が大きな要

素となっており、景観の保全や改善は最重要。 

・ 日本国内の運転には、国際免許が必要なことなど、

交通法規や高速道路・駐車場の利用方法、経路案内

など、共通のドライブ関連情報は、各関係機関が協

力して外国語での積極的かつ一元的な情報提供が必

要で、その際には旅行前に容易に入手出来るインタ

ーネットが効果的。 

・ 案内標識は、量的整備より標識の外国語表記やサイ

ン化の整備など質的整備が重要であるが、色彩配慮

など旅行目的である景観の魅力低下にならないよう

留意する必要がある。 

・ 案内標識以上に位置情報コードと連動した外国語対

応のカーナビの整備や外国語のドライブマップの整

備が運転支援には有効 

・ 道の駅について外国語での広報と併せて、今後は外

国人対応機能の向上が必要になると考えられる。 

魅力あるツーリング環境の実現には、ドライブ観光

の利便性の向上はもちろんだが、それ以上に自由回答に

多くあった沿道景観の素晴らしさなど、北海道の地域資

源の魅力を保全・向上させることが最も大切である。し

たがって、シーニックバイウェイ北海道のような官民が

連携した地域の魅力向上の取り組みが重要である。 

本実験協議会に参加している他の機関の方々や、ア

ンケート調査にご協力頂いた皆様に感謝の意を表したい。 
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